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小
・
中
連
携
教
育
推
進
委
員
会
の
取
組

　
「
こ
だ
い
ら
の
小
・
中
連
携
教
育
」
を
円
滑
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
・
中

連
携
教
育
推
進
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
月
１
回

程
度
、
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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２
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３
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指
導
主
事　
　
　
　
　

２
名

　

小
・
中
連
携
教
育
推
進
委
員
会
で
は
、
年
３

回
の
「
小
・
中
連
携
の
日
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

「
こ
だ
い
ら
の
小
・
中
連
携
教
育
」
に
関
わ
る

取
組
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
及
び
中
学
校
区
ご

と
の
取
組
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
以
降
の
小
・
中
連
携

教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
の
新
た
な

取
組
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
い
じ
め
撲
滅
に
関
わ
る
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
」

の
募
集

　
「
こ
だ
い
ら
の
小
・
中
連
携
教
育
」
で
は
、
５

つ
の
視
点
を
設
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
の
一
つ
で
あ
る
「
健
全
育
成
の
推
進
」
で
は
、

昨
年
度
の
「
あ
い
さ
つ
に
関
わ
る
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
」
募
集
に
引
き
続
き
、
今
年
度
は
「
い
じ

め
撲
滅
に
関
わ
る
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。

・
応
募
期
間

　
　

平
成　

年　

月
９
日
（
月
）
か
ら

２５

１２

　
　

平
成　

年
１
月
８
日
（
水
）
ま
で

２６

・
応
募
区
分

　

①
標
語　
　
　

小
学
校
低
学
年
（
１
～
３
年

生
）
の
部

　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
高
学
年
（
４
～
６
年
生
）
の
部

　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
の
部

　

②
ポ
ス
タ
ー　

中
学
校
の
部

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、　

月
初
め
に
子
ど
も
た
ち
に

１２

配
布
し
た
案
内
文
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
・
中
連
携
の

小
・
中
連
携
の
日日

「
小
・
中
連
携
の
日
」
の
取
組

　
「
こ
だ
い
ら
の
小
・
中
連
携
教
育
」
で
は
年
３

回
の
「
小
・
中
連
携
の
日
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

【
第
１
回
】

　

６
月　

日（
水
）に
行
わ
れ
た
第
１
回
は
、
中

１９

学
校
区
内
の
学
校
１
校
で
授
業
を
公
開
し
、
そ

の
後
「
こ
だ
い
ら
の
小
・
中
連
携
教
育
」
に
お

け
る
５
つ
の
視
点
等
を
基
に
し
て
組
織
さ
れ
た

分
科
会
ご
と
に
、
今
年
度
に
お
け
る
中
学
校
区

ご
と
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
確
認
・
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

【
第
２
回
】

　

８
月　

日（
金
）に
行
わ
れ
た
第
２
回
は
、
夏

２３

季
休
業
中
の
た
め
、
授
業
公
開
は
行
わ
ず
、
中

学
校
区
ご
と
の
取
組
等
の
確
認
と
、
次
年
度
に

向
け
た
取
組
内
容
の
検
討
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
を
招
き
、
教
員
を
対
象
と
し
た

講
演
会
や
研
修
会
を
行
う
中
学
校
区
も
あ
り
ま

し
た
。

【
第
３
回
】

　

９
月　

日（
水
）に
行
わ
れ
た
第
３
回
は
、
こ

１８

れ
ま
で
の
よ
う
な
中
学
校
区
ご
と
の
実
施
で
は

な
く
、
中
学
校
の
教
員
が
教
科
ご
と
に
組
織

し
、
定
期
的
に
集
ま
っ
て
研
究
を
行
っ
て
い
る

教
科
等
研
究
会
に
小
学
校
の
教
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
中
学
校
教
員
に
よ
る
研
究
授
業
を
参
観

し
た
後
、
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、
小
・
中
学

校
の
教
員
が
一
緒
に
な
っ
て
研
究
授
業
に
つ
い

て
協
議
し
、
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

平成24年度から市内のすべての小・中学校で取組を開始した「小・中連携教育」について、今回は小・
中連携教育推進委員会の取組と「小・中連携の日」の取組についてご紹介します。

　

こ
の
調
査
は
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
教
科
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の

改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
全
国
の
公
立
小
学
校
６
年
生
及
び
公

立
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
４
月　

日
に
実
施
し

２４

ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

教
科
に
関
す
る
調
査
結
果
で
は
、
小
平

市
の
小
・
中
学
校
の
平
均
正
答
率
は
、
全

実
施
教
科
に
お
い
て
、
全
国
及
び
東
京
都

の
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
各
問
題
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く

分
析
し
た
結
果
、
他
の
問
題
と
比
較
し
、

正
答
率
が
低
か
っ
た
「
文
章
や
資
料
を
目

的
や
意
図
に
応
じ
て
読
み
取
る
力
」、「
複

数
の
内
容
を
関
係
付
け
、
自
分
の
考
え
を

文
章
と
し
て
記
述
で
き
る
力
」、「
事
象
を

数
学
的
に
捉
え
、
説
明
・
表
現
で
き
る
力
」

に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向

け
、
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
等
に
関
す
る
調

査
結
果
で
は
、
家
庭
学
習
に
お
い
て
、「
家

で
、
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
を
し
て

い
る
」
割
合
が
小
・
中
学
校
と
も
に
、
全

国
及
び
東
京
都
よ
り
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
家
で
、
学
校
の
授
業
の
予
習
を

し
て
い
る
」
割
合
が
、
小
学
校
に
お
い
て
、

全
国
及
び
東
京
都
の
割
合
を
上
回
り
、

「
家
で
、
学
校
の
授
業
の
復
習
を
し
て
い

る
」
割
合
が
、
中
学
校
に
お
い
て
、
全
国

及
び
東
京
都
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
参
考
と
し
て
、
日
常

生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
も
つ
能
力
を

よ
り
伸
ば
す
た
め
に
、
学
校
と
家
庭
の
連

携
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。〈

指
導
課
〉

こだいらこだいらのの 小小・中・中 連連携携 〈第６回〉　 小・中連携教育推進委員会の取組
　　　　　　「小・中連携の日」の取組

小
・
中
連
携
教
育
推
進
委
員

小
・
中
連
携
教
育
推
進
委
員
会会

　

今
回
は
服
務
事
故
再
発
防
止
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
ま
と
め
た
「
小
平
市
立
学

校
服
務
に
関
わ
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の

概
要
と
、「
服
務
事
故
再
発
防
止
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
最
終
報
告
書
」
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

服
務
事
故
再
発
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
は
、
左
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
教
員
の
出
勤
か

ら
退
勤
ま
で
を
追
い
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
『
時
系
列
』
シ
ー
ト
と
、
服
務
事
故

を
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及

び
わ
い
せ
つ
行
為
」、「
個
人
情
報
の
紛

失
・
流
失
」、「
体
罰
、
不
適
切
な
指
導
・

言
動
」、「
交
通
事
故
・
交
通
違
反
」、「
会

計
事
故
」
の
５
つ
の
項
目
に
分
類
し
、
そ

れ
ぞ
れ
項
目
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

『
項
目
別
』
シ
ー
ト
の
２
種
類
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
７
月
と　

月
の
服
務
事

１２

故
防
止
月
間
に
お
け
る
教
員
研
修
を
は
じ

め
と
し
て
、
場
面
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
服
務

事
故
防
止
の
た
め
の
自
己
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。

※
「
小
平
市
立
学
校
服
務
に
関
わ
る
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
」
は
、
小
平
市
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
服
務
事
故
再
発
防
止
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
最
終
報
告
書
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
最
終
報
告
書
に
は
、

中
間
報
告
書
の
内
容
に
、「
各
学
校
に
お

け
る
服
務
事
故
再
発
防
止
に
向
け
た
取

組
」、「
小
平
市
個
人
情
報
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
等
を
加
え
る
予
定
で
す
。

　

完
成
し
た
最
終
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
２
月
５
日
（
水
）
に
小
平
市
立

２６

小
平
第
一
中
学
校
で
行
わ
れ
る
「
小
平
市

教
育
研
究
発
表
会
」
に
お
い
て
、
服
務
事

故
再
発
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
よ
り

報
告
す
る
と
と
も
に
、
小
平
市
教
育
委
員

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て

～
服
務
事
故
再
発
防
止
の
取
組
～

〈第３回〈第３回〉〉

〈第３回「小・中連携の日」の様子〉

平
成　

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

25

況
調
査
の
結
果
概
要

＜教科に関する調査結果＞
全国東京都小平市教科名
62.764.865.4国語Ａ

小学校 49.452.153.3国語Ｂ
77.278.479.0算数Ａ
58.460.861.6算数Ｂ
76.477.378.4国語Ａ

中学校 67.469.370.2国語Ｂ
63.765.267.8数学Ａ
41.543.246.9数学Ｂ

注１）Ａ：主として知識に関する内容　Ｂ：主として活用に関する内容
注２）表中の数値は平均正答率を表す。（単位：％）

「
服
務
事
故
再
発
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
最
終
報
告
書
」
に
向
け
た
取
組

「
小
平
市
立
学
校
服
務
に
関
わ
る
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」

＜生活習慣や学習習慣等に関する調査結果＞　※家庭学習に関すること
全国東京都小平市

58.961.563.4小学校家で、自分で計画を立てて勉強をしてい
ますか 44.545.746.5中学校

41.340.044.3小学校
家で、学校の授業の予習をしていますか

33.533.233.0中学校

51.444.948.9小学校
家で、学校の授業の復習をしていますか

48.645.750.9中学校
注１）表中の数値は肯定的な答えをした児童・生徒の割合を表す。（単位：％）

小平市立学校服務に関わるチェックシート（時系列）
○出勤時　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（　　　　　　　　　　　　）

チェックチェック項目
いいえはい通勤届に沿った通勤経路、通勤手段をとっている。
いいえはい自転車を運転する時は、日頃から交通ルールを守った安全運転をしている。
いいえはい自転車に乗る際は、「音楽を聞きながら」、「携帯電話やスマートフォンを見なが

ら」、「傘を差しながら」等の「ながら運転」をしない。
いいえはい出勤時には速やかに出勤簿に押印するとともに、一日の自身の動静を確認している。

○日常の勤務
チェックチェック項目

いいえはい普段から机上やロッカー等、身の回りの整理整頓を心掛けている。
いいえはい職員室の自席を離れる際は机上を整理し、パソコンをログオフしている。
いいえはい普段から、丁寧な言葉遣いを意識して使っている。
いいえはい児童・生徒及び保護者等とネット上も含め、職務外においてメールアドレスを

交換するなど、個人的なつながりをもたない。
いいえはい児童・生徒の状況について、気になる点があれば適宜管理職や他の教職員に相談している。
いいえはい通知表や緊急連絡網等、個人情報に関わる文書等は金庫等鍵のかかる場所に保管している。
いいえはい教材費等の徴収金の出納を帳簿に記入するなど明確に記録している。
いいえはい児童・生徒からの徴収金はその日のうちに金額を確認するとともに、つり銭が

ある場合は速やかに返金している。
いいえはいやむを得ず現金を学校で保管する場合には、管理職にその旨報告した上で所定

の金庫に適切に保管している。
いいえはい公費で購入した物品の所在を常に明らかにしておくとともに、児童・生徒に配

布する場合は速やかに配布するようにしている。
○児童・生徒への指導の場面

チェックチェック項目
いいえはい児童・生徒との信頼関係の構築を意識した指導を心掛けている。
いいえはいセクシュアル・ハラスメント及びわいせつ行為は、何より児童・生徒に大きな

心の傷を与える行為であると自覚している。
いいえはい児童・生徒に対する個別指導や面談を行う際は、必ず事前に管理職等に伝える

とともに、複数で対応するよう配慮している。
いいえはい体罰による指導では、児童・生徒に対する問題の根本的な解決とならないことを自覚している。

○退勤時
チェックチェック項目

いいえはい貸出用のＵＳＢメモリーを持ち出す場合は、寄り道せずにまっすぐ帰宅している。
いいえはい飲酒した際は自動車やオートバイはもちろん、自転車にも絶対に乗らない。


